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話

苑

琉
球
白
磁
長
役
以
前

第
二
十
三
容

(
協
同
椀
一
四
三

ハ
六
回

…
山
山
肌
附
…
山
政
琉
球
の
慶
長
役
以
前

本

美

UI 

越

)'J 

術
岡
は
王
位
に
印
り
る
翌
年
先
例
仁
則
り
他
者
を
明
に
治
L
向
徳
の
詐
を
制
刊
す
る
ご
共
に
琉
球
王
正
し

τ
の
冊

封
を
詰
ふ
た
所
か
ら
、
明
主
憲
宗
も
使
者
を
叫
躍
り
向
仙
川
の
鑑
を
絞
る
ご
共
に
術
同
を
封
じ
て
琉
球
幽
中
山
王
ご
な

L
た
、
蛍
附
明
主
の
琉
球
王
に
謝
す
る
態
度
は
如
何
な
る
も
り
で
ゐ
っ
た
が
、
従
て
又
明
ピ
琉
球
己
の
閥
係
は
如

何
な
る
も
の
で
ゐ
っ
た
か
ど
云
ふ
一
』
ご
を
窺
ム
一
助
ご
し
て
、
所
副
附
封

ω詔
勅
な
る
も
の
、
文
一
討
を
示
す
ご
、

「
惟
フ
エ
爾
克
一
F
一件邦
7
撫
有
V

皐
明
三
位
一
帯
uv
克
ク
忠
敬
-
一
篤
て
乃
父
尚
徳
王
封
ヲ
紹
ギ
襲
ヒ
曾
4

プ
末
dm

数
年
ナ
ラ
ず
戸
ユ
遁
語
ト
ジ
ア
嘉
逝
ス
、
哨
剛
山
水
刷
ト
錦
リ
ノ
以
-
プ
克
ク
賢
一
一
象
ぺ
笠
ジ
ク
皿
肘
ん
叩
ヲ
受
ケ
其
ノ
闘

人
ヲ
統
プ
ベ

V

、
骨
四
三
日
特
ユ
正
使
給
事
中
官
栄
、
副
使
行
人
幹
文
ヲ
池
uuv

詔
ヲ
再
酬
ジ
爾
ヲ
封
ジ
プ
琉
球
闘
中
山

王
ト
刊
岬
hv
、
並
-
一
一
附
及
ピ
姐
-
一
冠
服
線
融
市
等
ノ
物
ヲ
賜
フ
、
爾
宜

U
J
F
氷
ク
院
節
ヲ
山
市
一
ク
ジ
、
議
々
一
大
心
-
一
脈

ッ

、

ン

メ

ー

ヒ
活
-
一
大
ニ
事
ア
ル
ノ
誠
ヲ
懐
キ
、
以
一
プ
先
ヲ
承
ク
ル
ノ
ぷ
ヲ
嵐
ク
ス
イ
ジ
、
欽
ヨ
ヤ
除
問
一
論
ス
」
o

ご
一
五
ふ
が
如
き
も
の
で
ゐ
っ
た
、
向
闘
の
王
統
を
縫
「
や
先
づ
賢
凶
武
・
貨
を
重
用
し
て
諸
般
の
叫
凶
作
制
度
を
改
正

L
、
且
つ
大
に
人
材
を
樫
朋
L
て
内
政

ω帥
監
理
に
嘗
ら
し
め
た
、
隆
康
の
岡
主
島
津
氏
が
足
利
幕
府

ω命
を
受
り

rìljl組i一千年史~.一九八乃至一九九百1) 



舶
に
し
て
琉
球
ご
交
通
せ
る
も
の
ゐ
h
し
よ
b
、
島
沖
氏
は
俗
図
王
に
割
符
を
迭
り
之
に
合
せ

F
る
も
の
は
交
泌

τ久
し
〈
中
絶
し
た
る
琉
球
の
朝
買
を
湖
一
協
し
来
っ
た
の
も
比

ω時
代
で
あ
っ
て
、
常
時
見
許
脱
を
有
せ

g
る
脚

を
禁
止
せ
ん
噂
】

F
r以
て
し
た
、
此
の
如
〈

L
I
我
が
幽
ピ
の
交
通
は
岡
玉
の
時
に
至
h
て
回
復
す
る
こ
ピ
、
な

〉

'
E
Z

、

J

一
ナ
ド
ム
μ

支
那
正
の
闘
係
に
就
い
て
は
、

琉
球
的
拠
出
仙
者
が
船
舶
修
理

ω斜
め
仁
一
満
州
仁
滞
在
中

人
を
殺

L
財

物
を
邸
時
ふ
等

ω不
法
行
柏
崎
ゐ
り
し
よ
h
揃
な
〈
も
物
議
を
・
践
し
、
斯
か
る
弊
を
生
中
る
の
は
畢
克
毎
年
入
賞
を
許

L
、
琉
球
人

ω渡
米
す
る
者
多
量
に
過
「
る
仁
困
る
正
し

τ、
爾
後
二
年
に
二
氏
の
制
度
に
改
め
、
且
つ
其

ω人

日
同

ω如
き
も
百
人
を
回
比
例
ピ
す
る
唱
』
正
、
な
っ
た
、

二
年
一
買
を
支
那
に
品
目
す
る
正
賞
正
す
る
制
度
は
、
此

ω時

よ
b
始
ま
っ
た
も

ωで
あ
る
ご
稀
せ
ら
れ
て
居
る
。

此
り
蛍
附
に
至
る
迄
は
貨
は
支
那
に
於
て
も
琉
球
を
全
く
外
凶
脱
す
ぺ
、
き
か
、

或
は
叉
外
務
正
し
て
之
を
待
過

す
べ
き
か
正
一
五
ふ
ニ
ピ
仁
付
い
て
は
頗
る
惑
ふ
て
居
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
、
現
に
明
宇
一
憲
宗
が
立
太
子
の
儀
識
を

行
ふ
た
際
に
、
偶
ま
支
那
に
使
ひ
し
っ
、
あ
り
し
琉
球
の
使
間
等
は
、
制
鮮
・
安
市
等
に
岨
到
す
る
ご
同
じ
く
琉
球
に

謝
し
て
も
亦
立
太
子
の
必
勅
セ
賜
は
ら
ん
こ
ご
を
乞
ふ
た
が
、
明
川
引
の
雌
部
で
は
琉
球
・
日
本
・
山
城
智
外
闘
な
る

を
以

τ、
外
国
に
は
立
太
子
の
訪
勅
を
賜
ひ

L
先
州
な
し

z
t之
を
拒
む

r、
然
る
に
窓
宗
は
之
に
謝
し
て
琉
球

は
阪
に
久
し
く
支
那
ゆ
王
化
に
遵
ふ
て
居
る
凶
で
あ
る
三
五
ふ
裁
断
を
下
し
て
、
特
に
詔
勅
を
典
へ
た
ご
一
再
ふ
が

如
き
例
3
へ
も
あ
る
。

設

苑

琉
時
山
嵐
長
俊
以
前

第
二
十
三
容

(
第
四
統
一
四
=
一
)

六
六
五

防軒



詑

苑

琉
球
的
麗
長
役
以
前

第
二
十
三
巻

(
第
四
輔
副
一
四
四
)

六
六
六

要
す
る
に
向
国
王
の
時
に
至
り
て
琉
球
ゆ
内
治
外
交
上
に
郁
々
の
新
仰
が
閲
か
れ
た
る
の
み
な
ら
争
、
創
め
て

国
王

ω
山
畑
を
山
崎
て
舜
天
王
以
来
王
統
音
嗣
げ
る
者
を
祭

h
て凡
r
M
H
に
謝
し
て
は
惇
〈
臓
を
説
〈
す
べ
き
こ
ご
を
一

般
に
一
不

L
た
、
彼
れ
は
在
位
佳
に
七
年
に
し
て
世
を
去
っ
た
仁
拘
ら
十
、
立
(
の
徳
川
話
は
今
に
至
る
迄
仰
は
島
民
間

に
俳
へ
ら
れ
て
居
る
。

向
岡
山
り
筏
を
承
け
て
弟
の
街
宣
威
が
位
に
仰
い
た
が
、
僅
に
宇
筒
年
に
し
て
倫
岡
の
嫡
子
倫
真
に
位
を
譲
b
白

ら
は
隠
遁
し
た
、
後
土
御
門
帝
の
文
明
九
年
(
商
M
M

一
同
じ
七
年
)
に
叔
父
山
り
後
を
嗣
い
で
琉
球
王
正
な
っ
た
向
田
県

は
、
先
例
に
依
り
明

ω窓
山
市
仁
父
向
岡
山
計
を
報
千
る
ご
共
に
襲
封
井
に
哲

ω如
〈
に
一
年
一
貫
の
制
を
許
苫
れ

ん
こ
ご
を
請
ふ
た
が
、

年日民

ω
制
は
鵡
部
に
於

τ之
れ
名
eT
准
~
4
H
H

に
川
町
っ
て
'M
且
は
交
日
却
の
利
ハ
弛
を
計
る
も
の
で
あ

る
正
し
一
1
聡
る
き
な
か
っ
た
、
併
し
襲
封
じ
就
い
て
は
使
ぼ
や
治
し
て
庄
の
勅
を
下
し
た
。

『
惟
プ
ユ
爾
ノ
先
佐
々
王
封
ヲ
徽
承
ジ
我
が
皇
制
一
一
一
帯
プ
、
忠
敬
師
醐
々
山
崎
ク
乃
父
向
岡
王
俄
ヲ
襲
ヒ
ジ
ヨ
リ
ノ
放

峨
良
ニ
勤
ム
、
胡
ン
・
ソ
凶
一
フ
ン
永
年
ナ
ラ
メ

v-7
越
高
ト
シ
テ
苑
逝
セ
ン
ト
月
、
飼
'M

郁
嗣
ト
ナ
リ
凶
人
心
ヲ
鯖

耳
、
対
ン
ヤ
克
ク
賢
-
一
象
F

宜
u
v
F
傍
命
-
一
脂
U
F
4
v

、
汁
日
時
三
止
使
輩
"
宅
剤
使
張
稗
ヲ
泣
V

話
ヲ
臨
M

V
柑
剛

ヲ
封
ジ
♂
プ
琉
球
凶
巾
山
王

t
骨
岬

hv
、
必
ニ
一
術
I
A

ピ
妃
-
一
一
四
服
総
帥
貯
等
ノ
物
ヲ
賜
フ
、
爾
宜
V

ク
倫
以
一
プ
身
ヲ
修

メ
保
域
安
民
ノ
道
ヲ
劫
メ
、
敬
以
-
プ
徳
ヲ
養
ヒ
順
天
事
大
ノ
心
ヲ
墜
ク
引
く
海
邦
ノ
銭
ヲ
作
セ
ヨ
云
々
引
」

E
、
(
選
考
の
簿
め
に
嘗
附
の
封
叩
の
詔
勅
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ご
云
ふ
噂
』
ど
を
前
に
掲
げ
た
る
も

ω、、

W>中細一千年虫~，ニO岡乃至ニOTi.頁1) 



他
に
一
見
に
今
一

ω例
じ
依
っ
て
示
し
た
り
で
あ
る
が
、
何
れ
も
共
の
文
言
は
大
同
小
異
で
、
琉
球
王
を
自
己
の
臣

下
己
し

τ命
令
的
に
之
に
臨
ま
ん
ご
す
る
態
度

ω表
は
れ
J
L
居
る
貼
に
於
て
は
一
で
ゐ
る
)
。

向
同
県
一
能
〈
父
向
同
川
十
一
山
台
縫
い
で
政
治
仁
川
岬
精
し
、
在
位
五
十
年
間
に
先
王
山
未
に
企
て
及
ば
な
仰
っ
た
各

椛
り
一
事
楽
L
T
山
成
就

L
・
主
(
山
り
治
仙
相
川
る
川
州
著
な
る
も

ω
が
の
っ
た
、
今
主
(
叫
重
な
る
も
の
を
由
車
内
、
上
れ
ば
、
先
づ
外

に
訴
し
℃
は
印
位
十
枚
聞
も
な
〈
使
l
f
k

師
陣
胤
に
遺
し
て
修
好
を
密
な
ら

L
柏
、
次
で
支
那
H
A
び
出
作
方
面
己

ω交げ辿

を
盛
ん
な
ら
し
む
る
こ
正
に
依
っ
て
文
物

ω輪
入
に
努
め
、
内
に
謝
し
て
は
貴
殿
上
下
の
別
を

E
L
て
儀
械
を
定

め
、
従
来
各
地
に
制
憐
し

τ互
に
攻
伐
を
事
ピ
せ
し
按
司
等
を
首
叩
一
城
下
に
召
蒸
し
て
此
彪
に
永
住
せ
し
め
、
彼

等

ω
武
恥
訟
を
解
さ

τ各
削
山
地
に
は
地
一
朗
代
な
る
者
を
減
遣
し
て
巡
川
町
せ
し
む
る
こ
吉
、
し
、
組
先
の
此
付
加
川
町
如
、
吉

も
泡
好
り
制
全
設
リ
て

tAω
側
地
に
飾
品
の
必
要
な
か
ら
し
め
、

一
所
に
浪
合
居
住
せ
し
め
た
る
結
川
市
は
刊
紙
に
白

ら
細
川
附
係
を
生
・
ず
る
こ
己
に
肉
ー
り
て
日
に
反
川
嫉
掛
し

τ内
乱
紛
守
'V
陵
ー
の
原
凶
を
組
も
、
武
明
帥
は
之
を
護

凶
山
口
一
ど
し
て
専
ら
外
航
防
術

ω
日
的
に

ω
み
使
刈
せ
し
め
、
此

ω如
〈

Lτ
従
来

ω地
方
分
椛

ω制
度
に
代
ふ

る
に
中
川
r句
集
権

ω制
度
を
以
一
1
L、
能
〈
向
山
氷
川
一
日
有
除
年
間

ω太一
A
T

の
サ
端
磁
を
築
い
た
貼
仁
於

τは

彼
れ
は

確
か
に
琉
球
王
朝
史
上
に
傑
山
し
た
る
一
人
物
で
あ
っ
た
ピ
郁

Iτ
可
い
い
、
併
[
叉
一
方
よ
h
別
総
す
る
昨
は
、

彼
れ
の
中
央
集
雌
的
制
度
以
唯
劉
内
的
の
太
平
組
一
劫
を
希
ふ
に
急
に
し
て
、
封
外
的
の
士
気
内
訓
鋭
に
快
〈
る
印
刷

が
あ
っ
た
泊
め
に
、
後
年
庇
官
民
り
役
仁
は
一
一
敗
地
に
塗
れ
て
再
び
趨
つ
飽
は
ざ
る
蚊
態
に
迄
陥
ら
し
め
た
ご
も
一
神

市E

高包

琉
球
由
民
長
役
以
前

第
二
十
三
巻

?
ル
四
抽
出
一
凶
五
)

、一、
a

4

J

J
ノ

i



pιF
凹
貌
一
四
六

L 
得
ょ
う訟
OJ)苑

琉
球
目
出
長
役
以
前

第
二
十
三
省

、司、
k

'
d
F

ノ

以
上
の
他
彼
れ
の
治
世
中
に
三
府
三
十
六
島
の
経
芥
を
正

L
、
貢
和
の
制
を
改
め
、
殊
に
最
も
惨
虐
な
る
殉
死

山
俗
を
禁
止

L
た
る
が
如
き
は
注
意
す
べ
き
こ
ご
で
め
る
、
従
て
北
(
の
徳
政
は
島
民

ω永
〈
忘
る
、
能
は
ぎ
る
所

山りも

ωで
あ

h
L
Z
同
地
へ
、
永
正
六
年
(
西
暦
一
五

O
九
年
)
に
辿
立

r
ら
れ
た
「
百
浦
添
州
干
之
抑
」
及
び
大
永
ニ

五
二
二
年
)
に
辻
て
ら
れ
た
『
凶
玉
樹
徳
山
川
」
に
も
共

ω治
山
叫
が
詳
記
せ
ら
れ

金
石
文
ご
し
て
今
日
に
体

は
う
一
工
居
る
ピ
制
ふ
こ
ど
で
あ
る
、
之
に
操
る
も
仰
異
が
涼
〈
仰
敬
仁
川
附
依
し
た
る
半
、
(
琉
球
故
大
山
郁
寺
岡

鎧
寺
・
栄
元
」
寸
M
A
び
首
盟

ω城
門
外
に
A
1
も
仰
ほ
部
跡
り
一
ご
し
て
残
れ
る
刷
川
崎
池
小

ω紳
則
天
堂

ω
如
、
き
は
省

時
建
立
せ
ら
れ
た
も

ω
で
わ
る
)

民
を
愛
し
利
税
h
f
M
H
く

L
上
下
和
叫
附
し
た
る
耕
、

且
地
向

ω
奴
川
肌
を
鋭
的
(
明
彪

九
年
に
八
重
山
的
合
長
亦
峰
な
る
者
叛
し
、
入
賞
を
絡
も
た
る

ωみ
で
な
〈
耳
に
官
古
島
を
も
攻
的
ん
己
す
る
り

報
の
り

L
よ
り
、
兵
を
動
か
し
工
之
を
征
伐

L
島
民
を
安
婦
せ
し
め
た
功
総
を
指
す
も
り
で
ゐ
る
)
、
交
通
を
城

ん
に
せ
し
割
、
衣
活

ω制
全
定
的
、
乃
剣
弓
矢
内
泌
を
閥
有
ご
し
、
私
闘
を
い
祭
じ
た
る
事
、
階
級
制
度
を

E
L秩

序
を
維
持
せ
し
端
、
都
市
を
美
化
し
義
術
を
奨
励
し
一
廿
柴
山
附
帯
長
遊
等
に
よ
h
，

m燥
を
和
製
ゼ

L
的
し
事
、
支
那

正
史
交
通
を
頻
繁
な
ら

L
め
文
物
の
聡
入
を
織
ん
に
せ

L
事
、
殉
死
を
品
司
止
せ

L
事
等
枚
血
中
仁
迫
な
し
ご
、
大
に

其
の
徳
を
稀
へ
て
居
る
。

倫
眉
間
以
其
の
位
に
在
る
こ
正
五
十
年
の
久
し
き
に
及
ん
亡
が
、
我
が
後
柏
原
常
の
大
永
六
年
(
西
暦
一
五
二
六

『古琉球1，三三:ii.fi.
『仲畑一千年史1.ニ一三頁2) 



長
子
山
川
維
衡
は
交
倫
異

ω愛
妾
の
禄
誼
に
凶
り
勘
気
を
栄
h
、
衣
子
向
精

1j! 

に
俄
か
に
病

ω縛
め
に
放
し
た
、

が
共
の
後
を
山
川
作
、
こ
正
、
な
A

リ
大
永
七
年
に
王
位
に
即
い
た
が
、

例
に
操
っ
て
明

ω川
封
を
詩
ひ

L
を
以
て
、
世

宗
は
使
似
を
遣
は
し
て
襲
封
的
協
勅
を
仰
へ
し
め
た
、

共
山
中
に
も
「
爾
琉
球
凶
ほ
ク
海
山
田
-
一
在
凶
ノ
久
V

ク
帥
昨
秋

ヲ
被
件
、
故
ノ
国
王
術
呉
川
m
ニ
顕
封
ヲ
紹
キ
巳
ニ
問
紹
ヲ
総
て
蕊
-
一
苑
泡
ヲ
聞
キ
筋
閥
封
ヲ
論
ア
」
こ
か
、
『
世

子
前
清
徳
惟
レ
克
ク
削
閉
そ
来
心
ノ
蹄
ス
ル
所
宜
V

ク
閥
統
ヲ
承
ク
へ
て
校
篤
ク
懐
柔
ノ
義
ヲ
念
ヒ
倣
順
ノ
誠

ヲ
嘉
ス
、
特
ニ
伎
ヲ
逃
亡
v
J
m
ヲ市
M
Y
M
剛
ヲ
封
γ
-
プ
琉
球
凶
中
山
王
ト
鋳
ス
』
正
か
、
「
怖
ン
デ
同
議
ノ
節
ヲ
謎
ク

ジ
海
邦
ヲ
保
守
V

永
ク
寧
一
四
回
ヲ
イ
タ
λ

べ
V

」
己
云
ふ
が
如
き
股
然
た
る
句
の
ゐ
る
ニ
ご
は
従
来
の
例
の
如
〈
で

あ
る
、
尚
治
五
の
時
代
に
は
琉
球
の
内
治
外
交
上
に
特
に
注
意
す
る
に
足
る
程
の
事
件
は
な
か
っ
た
が
、
強
ひ
て

共
の
一
二
を
索
め
る
な
ら
ば
、
大
島
征
伐
の
品
川
め
に
軍
を
動
か
し
た
る
事
ピ
、
賞
時
九
州
附
近
よ
h
支
那
海
に
か

り
'
川
版
印
も
倭
冠

ω版
庖
が
甚
に
し
か
っ
た
幼
時
仁
、
高
一
を
慮
、
ソ
首
盟
城
壁
り
改
修
及
び
那
覇
地
口
に
銀
晶
一
を

築
い
て
防
備
を
厳
重
に

L
た
事
等
は
、
廿
大
A
V

治
世
中
に
於
け
る
重
な
る
事
件
で
あ
っ
た
正
言
へ
ょ
う
o

向
山
制
的
一
殺
を
示
り

τ世
子
術
一
克
は
弘
治
二
年
(
西
暦
一
五
五
六
年
)
仁
王
位
仁
郎
h
w

た
が
、

翌
年
支
那
近
海
を
逐

は
れ
し
倭
窓

ω来
襲
に
遇
。
、
術
元
は
滋
へ
撃
っ
て
之
を
織
滅
し
た
、
倭
冠
の
畑
地
原
は
遠
〈
我
が
南
北
朝
の
営
附

に
測
る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
昔
へ
の
倭
泡
は
朝
鮮
沿
岸
よ
b
市
下
L
て
支
那
一
陣
に
出
で
た
る
も
の
一
~
あ
る
に
、
明

州
引
の
初
め
頃
よ
b
は
真
に
琉
球
・
蚕
絡
を
経

τ一
硝
越
に
出
、

此
蕗
よ
り
湖
東
方
面
に
向
ひ
し
符
め
に
、
琉
球
諸

門
誌
削
班
↑
凹
じ
)

、
ミ

L

ノ
J
t
'
Jノ

苑

琉
誠
心
底
長
役
目
前

第
二
寸
三
容

説

日中棚一千年史j，二-.lli-1TI1) 



話

手E

琉
球
の
自
由
民
位
以
前

第
二
十
三
容

(
協
同
椀
一
四
八
)

ハ
七

O

島
問
は
勿
論
琉
球
一
加
処
間
的
航
路
も
彼
等
仁
依
っ
て
品
甘
や
か
さ
れ
仙
台
、

之
が
絡
め
に
術
一
苅
の
王
位
争
」
絡
げ
る
笠
年

先
例
に
倣
ふ
工
明
に
偵
を
遣
し
、
地
買
を
縞
す
ご
共
に
襲
封

2
4を
請
ひ
し
も
、
倭
一
砲
の
維
を
恐
れ
て
容
易
に
剛

封

ω使
節
は
一
家
な
か
っ
た
が
、
永
続
五
年
(
西
暦
一
五
六
二
年
)
に
至
り
て
漸
〈
使
節

ω波
飛
を
見
、
務
に
初
め
て

世
宗

ω
勅
に
よ
っ
て
品
川
元
は
琉
球
国
中
山
王
に
封
甘
ら
れ
た
。

此

ω如
〈
倭

Jdω
政一
M
は
支
那
t
の
交
地
を
妨
げ
た
る
ご
、
且
つ
入
賞
の
如
き
も
近
年
明
朝
は
二
年
二
貝
の
制

を
削
執
し
、

正
貢
以
外
仁
は
私
に
貨
物
を
送
附
す
る
こ
ゴ
を
禁
ず
る
等
、
多
少
通
商
交
通
じ
制
限
を
加
へ
ん
正
す

る
方
針
を
採
ゐ
に
至
れ
る
よ

h
、
他
岡
正
通
揃
交
通
を
柏
崎
す
に
あ
ら
中
ん
ば
闘
力
金
維
持
す
る
こ
芭
的
困
難
な
る

琉
球
は
、
新
に
仙
に
活
路
を
求
め

5
る
を
得
ぎ
る
こ
ピ
、
な
っ
た
、
而

L
て
其
の
嘗
然
的
結
川
市
ご
し

τ、
従
来
不

卸
不
離

ω閥
係
を
維
持
し
京
市
れ
る
我
山
炉
岡
ご
の
修
好
を
、

一
層
密
な
ら
し
め
ん
こ
ご
に
着
服
す
る
に
至
っ
た
の
は

敢

τ兵
ご
す
る
に
足
ら

ω
、
恰
も
官
時
我
が
固
に
於
て
は
鳥
浄
氏
薩
刷
用
に
様
h
T
近
闘
を
平
定
せ
る
を
聞
き
、
内

一
冗
は
使
僧
を
隣
出
に
稔
り
銭
僻
を
昼
す
る
ご
共
仁
修
M
M
の
志
を
致
き
し
め
た
が
、
之
に
謝
し
て
島
沖
氏
も
亦
親
書

を
迭
り
、
爾
来
相
互
的
交
辿
は
次
第
に
頻
繁
ご
な
っ
た
。

蛍
附
琉
球
よ
k

リ
我
が
凶
へ
使
せ
し
者
は
多
〈
は
附
侶
で
あ
っ
た
が
、
借
侶
が
斯
か
る
政
泊
上
又
は
外
交
上

ω使

命
を
帯
J
U
て
渡
来
し
た
こ
己
に
就
い
て
は
、
沖
縄
一
千
年
史
の
著
者
は
、
嘗
時
の
使
川
仰
は
本
土
五
山
り
併
侶
ご
同

じ
〈
、
盤
T

旧
伊
の
主
宰
者
で
ゐ
る
ご
同
時
に
政
治
上
に
も
活
動
し
て
、
所
謂
回
一
一
衣
の
宰
相
で
め
っ
た
者
も
少
〈
な



ぃ
、
殊
じ
沖
細
凶
外
交
は
支
那
に
劃
L
て
は
同
人
凶
師
化
せ

L
三
十
六
位
山
子
孫
を
務
用
L
、
我
が
本
土
に
羽
仁

て
は
五
山
等
に
遊
亭
せ
[
事
慣
を
重
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
要
す
る
に
借
侶
に
俊
才
の
多
か
っ
た

ω
は
門
閥
政
治

の
結
果
で
あ
る
‘
門
地
な
き
者
は
争
乱
の
時
は
別
ご
し
、
太
一
や
り
時
に
は
容
H

劫
に
立
身
す
る
こ
ご
が
出
来
な
か
っ

た
、
然
る
に
伶
侶
に
は
門
地
な
る
も
の
も
な
け
れ
ば
出
身
の
院
別
も
な
い
Y

、
唯
其
的
事
識
徳
望
に
依
っ
て
位
坑
を

得
、
錦
政
者
的
顧
問
ピ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
沖
削
棚
の
骨
岡
崎
の
使
伽
も
亦
此
の
類
ひ
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
ど

遮
ぺ
て
居
る
。

一
克
骨
組
三
年
前
一
克
の
残
す
る
や
、

mz
天
正
一
冗
年
(
西
暦
一
五
七
三
年
)
向
元

ω二
子
筒
、
水
位
を
嗣
ぎ
、
例
に
擦
り
て

明
的
冊
封
を
請
ふ
ピ
共
に
、
彼
れ
も
亦
使
併
を
隣
蝉
に
遺

L
て
修
好
の
離
を
菰
〈
し
た
、
蛍
時
琉
球
古
は
最
も
密

接
な
聞
係
を
有
し
て
居
る
ぺ
き
筈
で
ゐ
っ
た
薩
躍
は
、
藤
政
多
一
品
の
潟
め
に
出
島
の
二
己
に
傑
〈
意
を
用
出
る
の

閑
な
〈
、
叉
幕
府
に
於
て
も
闘
内
の
統
一
一
中
山
止
に
忙
L

(
し
て
遠
〈
琉
球
を
顧
み
る
の
山
叫
が
な
か
っ
た
、
然
る
に

今
や
薩
務
は
憐
闘
の
忠
憂
を
一
掃
し
て
、
ふ
陶
限
の
貫
録
た
る
地
位
を
占
む
る
に
至
h
J
、
叉
中
央
に
於
て
も
盤
以
氏

一
度
出
で
、
園
内
統
一
の
事
業
を
成
就
す
る
こ
ご
を
得
た
る
よ
h
ノ
、
我
が
闘
り
市
白
何
に
劃
す
る
関
係
も
亦
政
仁
一

品
拠
せ
ぎ
る
を
得
ざ
る
こ
ピ
、
な
っ
た
、
而
し
て
北
目
的
第
一
却
は
先
づ
島
沖
義
久
に
依
っ
て
放
た
れ
た
、
帥
も
天
正

十
六
年
八
月
島
沖
氏
は
使
者
を
琉
球
に
遁
し
向
氷
に
親
書
を
送
っ
た
が
、
其

ω
文
越
は
弐
的
如
き
も
の
で
あ
っ

た
、
「
方
今
天
下
統
一
し
V
K内
風
-
一
向
ミ
而

v
y
琉
球
獅
り
峨
ヲ
供
セ
ズ
、
関
白
方
ニ
水
軍
-
一
命
ジ
熔
-
一
波
ノ

話

苑

琉
球
の
鹿
長
位
以
前

(
A
W

凹
抗
一
四
九
)

停
ニ
十
一
口
径

中
山
七

『沖地一千年史~，二三阿乃圭一三五頁1) 



話

苑

琉
球
由
碍
長
役
以
前

第
二
十
一
二
審

(
熱
田
椀
一
五
O
)

，、
一l二

国
ヲ
屠
W

べ
て
今
ノ
時

-
Z
A
ピ
一
プ
宜
V

ク
使
ヲ
退

v-プ
罪
ヲ
謝
ジ
、
貢
ヲ
聡
ジ
職
ヲ
修
メ
バ
則
テ
岡
永
ク
寧
カ

ラ
ン
、
広
-
一
特
ニ
告
グ
示
λ

」
己
、
併
仁
一
此
の
書
翰
を
受
り
て
聞
も
な
ぐ
向
、
ぷ
は
一
州
の
殺
め
仁
残
上
た
。

天
正
十
七
年
(
西
暦
一
五
八
九
年
)
術
事
(
叩
鮎
川
一
寸
断
一
日
一
蹴
山
一
)
的
王
位
に
印
〈
正
共
に
琉
球
は
今
や
究
第
に
国
歩
多

難
の
時
代
に
這
入
っ
た
、
先
例
に
従
へ
ば
王
位
地
泳
待
問
も
な
〈
使
者
を
明
に
遣
し
、
先
王
の
卦
を
報
す
る
己
共

に
叩
器
対
を
請
ム

euz
、
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
天
正
十
九
年
に
初
め
て
明
に
貢
使
を
設
b
L
も
、
岡
高
多
端

に
し

τ未
に
封
を
前
ふ
の
限
な
し
ご
の
理
由
を
以

τ、
敢
て
州
民
封

ω辿
や
混
じ
な
か
っ
た
、
北
〈
山
り
諦
伎
を
送
っ
た

ω
は
鹿
日
目
四
年
で
、
品
目
市
が
之
を
容
れ

tm封
使
を
遣
し
た
凶
は
慶
長
十
一
年
印
も
術
事
の
王
統
を
紹
y
d
し
よ
り

十
八
年
後
の
ニ
J

」
で
ゐ
る
、
以

τ如
何
に
軍
大
事
件
内
総
山
が
、
此
の
健
統
的
の
一
大
凶
山
県
ご
も
研

ιべ
古
川
封

問
題
す
ら
も
之
を
顧
み
る
の
閑
な
か
ら
し
め
た
が
♂
」
云
ム
こ
ご
が
分
る
‘
ム
ー
や
琉
球
は
支
那
に
謝
す
る
閥
係
よ
h

は
我
が
固
に
拐
す
る
闘
係
に
於
て
、
一
事
態
頗
る
重
大
刷
す
べ
き
問
闘
を
生
い
る
に
至
っ
た
、
而
し

τ之
が
解
決
こ

ぞ
内
容
の
最
も
力
を

m-げ
ね
ば
な
ら
ぬ
所

ωら
の
で
あ
っ
た
、
肢
に
王
位
を
縦
や
や
聞
も
な
〈
使
者
を
政
権
仁
治

し
、
文
書
日
刊
に
一
民
物
を
献
じ
て
修
好
山
躍
を
議
〈
す
こ
と
に
努
め
た
、
務
主
島
沖
氏
は
何
事
の
使
者
を
引
見

L
た

る
後
之
を
仲
ふ
一
1
上
郁
し
、
胸
臼
秀
吉
に
謁
し
て
山
(
内
事
怖
を
民
申
し
た
品
抽
出
に
秀
吉
も
大
に
悦
び
、
自
ら
術
単
γ

に
主
討
を
迭
つ
1
、
数
年
hr
山

F
L
亡
明
闘
を
討
伐
せ
ん
・
と
す
る
考
へ
な
る
を
以
て
、
琉
球
も
宜
し
く
出
兵
L
τ

古
市
合
す
る
よ
う
に
三
五
ム
立
を
博
へ
た
、
島
沖
氏
も
亦
術
事
に
誌
を
送
っ
て
、
閲
白
は
阪
に
小
田
原
に
克
も
、
社
(

~'ìIIL畑一千年史 <1. 二問 -rf1) 



の
武
は
ん
川
に
暢
ぴ
立
(
の
成
は
四
一
件
に
振
ム

Z
云
ム
有
慌
で
ゐ
る
、
故
に
各
地
方
物
を
欣
じ
て
戦
捷
を
賀
す
る
を

以
て
、

王
も
迷
に
方
物
及
び
鎚
工

ay
献
十
ぺ
き
旨
宇
一
告
げ
た
、

之
に
制
到
し

τ天
正
十
九
年
に
倫
準
は
島
、
伴
氏
に
書

を

迭

b
、
開
制
八
州
に
克
つ
ご
聞
き
使
阿
を
渇
し
て
伎
俳
を
旦
す
る
が
、

弊
闘
は
貧
困
に

L
て
方
物
を
献
守
る
カ

な
し
、
山
梨
エ
を
献
じ
て
柳
川
r
別
立
を
表
せ
ん
己

f
、
『
公
我
が
斜
め
じ
宜
し
〈
取
り
な
吉
山
た

lzω
胃
を
答
へ

化
、
然
る
に
同
年
品
作
氏
は
耳
仁
琉
球
王
に
書
を
な
っ
て
、

闘
白
山
町
に
朝
鮮
を
伐
に
ん
三
し
兵
を
随
時
及

υ自
凶

に
微

L
、
岡
岡
山
り
来
を
合
せ

τ
一
比
五
千
人
を
符
ん
己
し
て
居
る
、
予
は
武
闘
が
軍
事
に
明
白
は

F
る
を
知
る
を
以

て
、
遺
兵
り
こ

Z
は
之
を
責
め

F
L
も
、
七
千
人
の
十
筒
月
の
峰
食
は
之
を
輪
迭
す
ぺ
〈
、
明
年
二
月
迄
に
坊
津

に
迭
り
.

札
山
る
後
高
一
一
腿
に
迫
せ
し
む
る
よ
う
取
計
ら
は
る
も
へ
し
、

又
諸
伎
は
悦
経
由
を
肥
前
名
護
局
に
築
〈
-
」
己
、

よ
り
辻
、
，
u
b
、

T

)

1

 

王
は
泣
く
組
'
川
叶

ω
地
に
在
る
を
以
て
京
市
b
命
日
す
る
に
及
ば
さ
る
も
、
宜

L
〈
令
銀
米
机
制
等
を
返
り

て
立
(
り
伐
を
助
〈
ぺ
し
ピ
一
池
告
し
に
、
而
し

τ秀
吉
も
亦
仙
世
帯
に
書
を
透

h
、
我
山
十
股
よ
り
迦
に
肱
川
、
h

，
τ興・り、

成
式
を
以
℃
日
本
を
定
的
、

六
十
依
州
は
郎
に
掌
中
に
入

h
、
遠
近
共
に
朝
貢
せ

5
る
も
の
な
き
に
至
っ
た
、
然

る
に
刑
問
琉
球
凶
は
自
ら
弾
丸
り
地
を
擁

L
、
険
立
法
ご
を
侍
み

τ未
r勝
賞
せ
中
、
品
叫
仁
今
特
に
爾
に
告
ぐ
る
二

Z
は
、
我
山
滑
に
明
者
を
待
つ
亡
先
づ
制
時
ぜ
伐
た
ん
正
し
て
号
。
、
爾
宜
し
〈
兵
を
卒
ひ

τ家
-
討
す
N
P
¥
若
し

命
を
周
ひ

F
る
時
は
、
先
ヴ
肘
ザ
幽
を
ほ
滑
り
て
玉
石
供
に
之
を
林
正
〈
ア
し
、
正
式
ム
股
命
令
-
下

L
た。

向
寧
は
品
山

ω
沓
に
接
し
て
大
に
驚
き
・
私
に
使
凶
を
し
て
秀
吉
の
書
を
粛
し
之
を
明
制
に
告
げ
し
め
た
、
其
の

(
第
四
統
一
五
一
)

ノ、
じ

説

&Il 

琉
時
の
向
出
H
K
役
目
的

第
二
十
三
谷

Wi'T細一千半史1.三五四百以下
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(
品
静
岡
腕

予i

部
ニ
寸
三
谷

現E

琉
球
目
陛
長
役
目
前

七
回

~-Q; 

命
仁
従
は
ん
か
之
に
慮
中
J

べ
き
準
備
ピ
質
カ
ど
を
有
せ
ざ
る
を
如
何
に
せ
ん
、

主
(
の
命
仁
従
は

F
ら
ん
か
屠
民
焦

土
の
辱
し
め
を
受
〈
る
を
如
何
に
せ
ん
.
進
退
雨
雑
に
陥
れ
る
琉
球
王
山
絡
に
明
主
の
カ
を
伯
ら
ん
ざ
し
た
る

は
・
右
手
に
支
那
ご
抗
へ
左
子
に
我
が
岡
正
結
ば
ん
ご
せ
る
所
前
二
股
中
山
英
り
琉
球

ω体
統
的
政
策
的
資
せ
る
白

砂
問
川
的
琉
球
王
山
り
ザ
ト
H

哀
又
憐
む
仁
地
ゑ
た
る
も
の
が
あ
ワ
た
、

尤
も
事
態
を
此
の
如
〈
重

h
-

足、ノ
!
B
S
、.争
l

良町香、、

nU6和
身
、
」

l
司
副
ハ

回
よ
ム
リ
品
川
氏
も
其
的
責
任

ω
一
郎
官
見
る
、
こ
ご
を
符
な
い
、

可
了
、
」
な

1

;

 

大
江
ら
lv
め
た
る
こ
ご
に
付
ν
J
L
は、

れ
ば
常
川
流
域
以
支
那
三

ω
リ
池
山
川
交
一
地
に
於
ー
も
前
池

ω
如
〈
に
二
年
二
日
的
制
限
を
受
け
、

加
ふ
る
に
近
年
倭

越
山
脱
臼
山
一
行
的
仁
、
夫
れ
す
ら
幾
多
的
危
険
を
け
H
3
ャ
る
べ
か
ら

5
る
恥
い
山
仁
在

b
L
を
以
1
、
内
に
間
後
す

ぺ
き
山
U

川
川
酬
を
ム
仰
せ
古
る
琉
球

ω
闘い
M
W
は
ム
ー
や
昔
日
り
如
き
伶
怖
を
山
什

L
な
い
、

の
み
な
ら
十
向
民
王
の
山
川
代
に
凶

内

ω紛
争
を
防
止
せ
ん
ど
す
る

ω主
回
目
よ
ち
廊
万
A

引
を
有
吉
、
爾
米
市
守
ら
「
守
地
川
り
邦
』
ご
し
て
寧
ん
之
を
誇
b
ピ

す
る

ω風
あ
り
し
よ
り
、
武
力
を
周
ひ

τ他
を
仰
服
せ
ん

tτ
る
が
如
3
こ
ど
は
、
官
時
の
琉
球
へ
の
到
底
魚
し

符
ぎ
ら

L
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
現
に
島
沖
氏
よ

h
の
来
書
に
封
[
て
向
胸
中
自
ら
此
の
事
貨
を
包
h
u
所
な
(
率

直
に
告
白
し
て
、
開
自
に
然
ゐ
ぺ
〈
取
り
な
し
を
乞
ム

τ印
刷
る
、
印
も
天
正
4
a
九
年
入
月
向
指
γ

は
島
川
義
久
に
者

モ
恒

2

4

4

4

マ
ト
K
F小
品
Y

S

を
活
。
、
『
関
白
入
州
じ
克
つ
J

聞
き
抜
仁
建
主
円
寺
大
鎚
和
制
・
茂
樹
味
盟
大
U

原
子
を
遣
し
て
之
を
質
す
、
弊
色
困

悼
一
的
故
金
以
て
方
物
を
険
す
る
こ
ご
能
は
歩
、
楽
工
金
献
じ
脚
か
以
て
儀
ピ
潟
3
ん
、
日
常
北
(
れ
相
叫
が
鋳
め
に
叫
附
せ

よ
』
ピ
逃
て
又
文
勝
二
年
仁
も
義
久
が
向
車
内
貢
賦
を
怠
り
倍
典
を
関
り
る
罪
を
責
め
、
議
す
に
太
閤
の
威
力

~~illl細 n千年史JI. 三五五頁1) 



を
以
て
[ 

る

掛

翌

年
若 1，"f
L 等
キ U
H 義
i<H '-:'~ 
凶 i-
.fll 京

空是
約り
は?

?2 
誠誌 に
守高
三麗
ιふ v)

勿役
屯:を

B 
τ 
せ
ら
る、
弊
e'!. 

t甚

々え
」けさ'

E る
答を
へ以
てて
居市f
る銭
。 3蛙
t， 
i所
る

問
よ

b
願
ふ
所
な

h
一耳

是
に
依
h

T
柳

μ
ば
、
琉
球
王
が
其

ω微
力
に
し
て
到
底
後
援
を
錯
す
の
質
カ
な
き
こ

E
を
訴
ふ
る
に
拘
ら

十
、
島
伴
氏
以
北

(ω
哀
訴
に
耳
を
特
色
す
、
叉
秀
吉
じ
割

L
て
も
琉
球
的
貿
怖
を
通
称
、
g

b
し
よ
b
、
終
仁
彼
れ

の
倣
怒
を
招
(
に
至
っ
た
も
の
で
め
る
ど
も
言
ヘ
る
、
併
し
之
ご
同
時
仁
琉
球
王

ω熊
皮
に
も
亦
誠
貨
を
紋
〈
所

が
あ
旬
、
決

L
て
非
維
の
俄
地

ωな
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
さ
一
去
ふ
こ
古
色
申
貨
で
ゐ
る
、
北

(ω
理
山
は
、
秀
吉

の
日
以
後
山
辺
服
に
接
す
る
や
、
拘
川
寧
は
私
に
之
を
明
主
に
通
じ
て
共
的
助
け
守
備
ら
ん
ご
し
た
る
の
み
な
ら
す
、

肱
川
M

謝
名

ω一
言
全
容

μτ
北
(
り
後
は
符
純
金
も
箱
さ
な
か
っ
た
正
一
五
ふ
ヨ
』
ご
は
、
「
守
械
の
邦
」
ご

Lτ
は
布
h

リ
得

吋
か
ら
苫
る
こ
て
で
、
前
は
u
y

我
れ
恥
d

侮
辱
す
る
が
如
き
戚
を
拠
へ
し
め
た
る
こ
ご
が
、

少
〈
ピ
も
劫
践
を
往
々

悪
化
せ
し
む
る
一
服
凶
正
な
っ
た
の
は
一
百
ふ
迄
色
な
い
か
ら
で
あ
る
。

開
門
品
等
的
則
に
閲
し
て
「
沖
純
一
千
年
史
」

ω著
者
が
、

秀
1

日
ピ
琉
球
王
山
中
間
に
介
荘

L
て
4m一
大
な
る
仰
令
り
任

に
常
ち
[
品
作
氏
の
誠
誌
を
疑

ω、
「
琉
球
セ
内
地
内
諾
供
三
一
川
一
一
脱

L
て
遮
れ
所
な
き
取
扱
び

ω下
に
白
hr
ん

ご
し
た
る
以
折
古

ω態
度
仁

t
て、

被
れ
が
琉
球
王
を
盛
治
せ
[
め
ん
記
し
た
る
も
、

名
桂
川
築
城
山
一
工
伎
を
似

謀
せ
ん
ご
し
た
る
も
、

時
川
た
又
征
明
り
山
兵
を
命
相
、
ん
ど
し
た
る
も
、

皆
此
山
態
度
を
示
し
た
る
も
の
に
他
な
ら

説

苑

琉
球
内
陸
H
K
位
以
前

第
二
イ
三
巷

争
体
制
鶴
一
五
=
一
)

九
七
五

『沖純一千年止j.三五七頁1) 
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品
開
盟

一
五
阿
)

第
一
一
十
三
容

ハ
ヒ
六

設

現E

琉
球
山
由
長
役
以
前

泊
、
而

L
t
秀
吉
が
此
ゆ
如
き
古
今
に
超
越
し
た
る
態
度
を
以
て
琉
球
に
臨
ま
ん
ご
し
た
る
時
に
、

之
を
仰
向
命
し

て
共
り
賀
行
L
V
』
促
す
ぺ
主
任
務
企
負
ひ
た
る
島
内
氏
は
、
彼
れ

ω琉
球
に
封
し
て
特
殊

ω利
益
を
付
す
る
飢
住

ω

関
係
よ
り
、
仲
介
者
正
し
て
の
彼
れ
自
身
の
位
批
ケ
傷
け
さ
る
範
聞
に
於
て
、
出
来
得
る
限
り
秀
吉

ω命
令
を
制

琉
球
の
使
者
一
炉
激
越
な
る
文
字
を
合
め
る
秀
吉
内
答
沓
を
得
た

'
b
t
J

こ

J

H

l

 

引
し
て
共
の
遂
行
h
z
促
3
ん
ご
し
た
、

も
、
北
(
山
り
改
作
に
斡
肱
L
、
秀
古
の
征
明

ω
山
兵
を
命
じ
た
る
に
針
[
て
も
、

「
以
此
閥
素
不
刑
判
草
刈
市
不
立
法
兵
」

云
々
ご
言
ひ
、
又
琉
球
王
自
身
的
多
治
を
促
L
た
る
秀
吉

ω命
令
に
針

L
て
も
、
「
輪
貰
修
峨
則
側
、
水
準
尖
L

ピ
言

へ
る
は
之
が
幼
め
で
あ
っ
た
云
々
、
」
・
己
評

L
て
居
る
の
は
一
理
ゐ
る
削
終
で
ゐ
h
，
¥
叉
幣
原
担
博
士
山
「
南
島
治

草
山
見
論
』
小
に
、
嵐
長
り
役
の
原
因
を
以
て
一
時
ら
来
聡
り
破
セ
失
し
た
る
に
在

h
ご
な
せ
る
に
反
叫
到
し
て
、
「
慶
長

前
笠
木
だ
主
従

ω関
係
明
か
な
ら
中
、
且
つ
品
川
川
氏

ω来
簡
に
も
我
れ
此
岡
正
兄
弟

ω約
あ
り
ご
ゐ
る
が
知
〈
、

全
〈
針
等
に
隣
交
を
修
め
し
こ
ピ
は
食
時
の
往
復
文
書
に
依
b
て
明
か
な
れ
心
、
開
平
に
隣
交

ω
械
を
失
す
る
を
以

て
此

ω戦
役
を
起
せ

h
ご
は
遮
闘
し
得
な
い

LZω
断
案
を
下
せ
る
鮎
に
於
て
も
五
H
人
は
同
戚
で
あ
る
が
、
併
し

有
名
な
る
琉
球
史
「
球
陽
」

ω
一
本
仁
「
本
闘
素
よ
b
隣
州
ぷ
隣
交
を
矯
し
絞
帥
(
琉
球
の
貿
易
航
じ
し
て
一
に
文
船

ご
ち
一
瓦
ム
)
往
来
今
に
百
十
付
伶
年
に
歪
る
、
比
百
何
ぜ
ん
檎
凶
謝
名
り
言
を
信
じ
途
に
聴
問
山
り
械
を
失
司
、
是
に
山

り
太
守
家
久
公
特
に
樺
山
氏
卒
凶
氏
等
セ
遁
し
京
市
b
て
本
凶
佐
伐
つ
、
小
大
に
献
し
難
〈
山
以
来
に
勝
た
十
、
王
彼

れ
の
帥
軍
・
に
従

υ薩
州
に
胡
る
、
王
山
陣
州
仁
留
r

る
こ
ど
巳
に
二
年
を
経
k
b
、
』
一
五
々
ご
あ
る
や
か
し
て
、
「
北
(
の

<，，-川川 町守中川
川 代帆明白山 y
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原
闘
を
以
て
一
専
ら
隣
同
謝
名
の
聴
問
の
峰
を
失
す
る
に
帰
す
る
も
、

『
卑
且
、
部
〈
は
前
地
内
柿
原
博
士
の
品
山
位
ほ
も
比
心
漣

F
か
ら
出
で
居
る
も
の
で
&
ら
う
、
詐
同
氏
も
『
迦
併
琉
球

史
』
中
に
同
一
山
沿
J

を
述
べ
て
川
る
、
』

真
相
を
穿
て

h
z
は
言
ひ
難
し
、

蛍
時
薩
州
の
内
訂
併
に
息
み
三
州
は
平
定
せ
ら
れ
て
内
闘
の

忠
な
〈
・
天
下
は
徳
川
幕
府

ω樹
立
正
共
に
難
燃

ω気
運
に
向
ひ
て
大
な
る
後
援
者
テ
得
た
れ
ば
、
之
よ
b
多
年

の
宿
望
た
る
岡
市
の
鵬
翼
を
伸
ば
す
こ
ピ
は
、

之
れ
抽
出
定
の
行
動
を
取
れ
る
も
の
で
あ
る
、
椴
A
T
謝
名
の
排
薩
親

明

ω政
策
な
し
ざ
す
る
も
、
明

ω貿
易
の
巨
利
を
獲
ん
が
匁
め
に
琉
球
の
内
治
に
干
渉
せ
ん
こ
芭
は
、
彼
等
に
取

h
て
は
最
も
必
要
な
る
蕗
泣
で
あ
っ
た
、
初

τ口
討
を
設
り
て
附
懲
の
師
を
超

L
た
の
は
積
年
の
計
蔀
で
あ
っ
た

の
で
ゐ
ら
う
」

ε
論
じ
て
居
る
紡
に
は
、
直
も
に
同
志
を
衣
す
る
F

}

ご
は
出
来
ぬ
。

此
り
設
に
擦
れ
ば
、
琉
球
の
運
命
に
一
大
縫
化
を
節
し
た
る
慶
長

ω役
は
、
会
〈
島
津
氏
が
骨
同
時
明
正
貿
易
[

て
巨
利
を
博
ゼ
る
琉
球
を
自
己

ω叫
拠
能
巾
に
枚
出
、
北

(ω
利
品
位
を
椀
取
せ
ん

t
す
る
野
心
が
原
悶
を
成
し
て
居
る

ご
云
ム
ニ
ご
、
な
り
、
削
ち
責
任
の
全
部
を
島
沖
氏
に
嫁
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
之
は
決
し
て
公
平

な
る
批
判
、
己
言
ム
を
得
な
い
、
海
洋
中

ω
孤
立
鉱
援
の
一
小
品
図
に
謝
し
て
大
軍
を
動
か

L
、
恰
も
亦
子
の
手
を

目
慨
ぢ
る
が
如
き
行
動
に
山
で
た
る
島
沖
氏

ω態
度
に
就
い

1τ
は
錦
識
の
品
川
地
は
な
い
が
、

琉
球
仁
於
て
も
島
津
氏

よ
ふ
り
の
度
々
の
茶
番
に
劃
し
て
も
亦
闘
臼
秀
吉
J
り
の
家
主
に
封

L
て
も
、
品
川
寧
は
如
何
に
答
ふ
べ
き
炉
に
苦
ん

だ
結
果
で
も
ゐ
ら
う
が
、
又
一
方
に
は
肱
川
謝
名
郷
泡
(
許
旧
恩
一
村
氏
は
北
(
内
著
『
通
俗
琉
球
史
」
中
に
、
彼
れ
を
純

粋
の
支
那
系
統
で
北
京
の
闘
子
監
に
政
治
を
皐
ん
に
人
で
あ
る
か
ら
、
明
代
の
文
化
を
誠
欣
L
大
な
る
支
那
黛
で

(
第
四
披
}
五
五
)

第
二
寸
三
笹

h-トuトト】
ι

'
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(
停
刊
抗

一
五
穴
)

第
二
十
三
谷

ハ
七
八

琉
球
山
嵐
長
役
以
前

ゐ
っ
た
E
評
し
て
居
る

)ω
一
-
一
言
に
迷
は
き
れ
一
1
何
等

ω岡
答
ケ
匁
吉
守
打
拾

τ
、
置
い
た
の
み
で
な
〈
、
却
て
秀
吉

話

苑

に
征
明
の
意

ω
め
る
こ
子
炉
品
別
主
に
通
宇
る
ご
云
ふ
が
如
事
態
皮
を
己
っ
た
、
又
帆
柑
食
的
輸
送
に
就
い
て
も
、
島

持
氏
よ
り
骨
促
急
な
る
よ
み
り
漸
〈
要
求
額
的
宇
ば
宇
治

h
J
Lも
、
立
(
の
後
は
要
求
に
勝
じ
な
か
っ
た
、
然
る
に
彼

究
で
徳
川
目
鉱
山
陣
り
江
戸
間
府
後
、

品
川
伴
氏
法

hy昨
陀
迅
誌
に
制
在

J
J
J
i
1
l
i
l
-
-
i
;
 

明

ω川
岬
は
秀
吉

ω花
川
に
依
・
り
て
絡
h
を
告
げ
、

せ
る
琉
球
人
戦

μj寸
ω併
を
折
、
さ
、
天
下

ω形
勢
を
告
げ

τ逃
hr
仁
徳
川
幕
府
に
刊
買
す
べ
き
ょ
う
蹄
L

り
て
琉
球

王
に
説
ぃ
r
L
め
た
る
も
、

品川山品
4

は
之
を
も
却
り
γ
肱
じ
な
か
っ
た

放
に
ぬ
伴
氏

μ
一
見
に
艇
長
九
年
に
琉
球
王
に

主
同

-udh

な
bJ
、
迷
か
に
判
JR
す
べ
〈
若
し
険
念
特
ん
で
似
は
+
ん
ば
、
的
川
軍
山
命
に
依
り
椛
航

ev迂
る
の
他
な
き
こ

ご
を
以

τし
た
る
に
、
之
に
劃
し
て
も
亦
術
単
は
何
等
的
返
答
を
し
な
か
っ
士
、
(
的
み
な
ら
や
皮
肉
に
も
慶
長
十

一
年
に
は
何
等
に
謝
す
る
支
那
山
冊
封

ω脚
色
へ
行
は
れ
た
)
・

滋
に
於
て
か
島
伴
氏
も
遂
に
琉
球
問
武

ω
師
を

動
か
さ
ん
£

L
に

ωで
あ
る
が
、

家
康

ω命
に
従
ひ
夏
に
家
川
を
琉
球
に
池

l
、
徳
川
幕
府
仁
劃
[
て
利
賀

ω膿

を
じ
る
べ
請
国
H
を
再
議
L
、
叉
幕
府
に
於
て
も
明
的
商
船
山
我
が
闘
に
来
ら
，
Z
る
こ
ご
阪
に
久
I
K
5
を
以
て
、
琉

球
王
を
介
し
て
明
ピ
的
貿
易
ど
復
鋭
せ
ん
伊
-
正
を
求
め
た
る
も
、

之
亦
術
草
山
顧
み
る
所
ご
な
ら
な
か
っ
た
、
此

の
如
〈

L
て
成
長
十
三
年
に
至
h
島
沖
氏
は
使
者
を
!
て
琉
球
王
に
最
後
的
通
牒
を
疏
き
し
め
、
重
ね
て
朝
一
貝
内

臓
を
古
〈
す
べ
き
こ
ど
を
糊
説
し
た
る
も
、
謝
名
等
は
倒
〈
之
を
拒
絶
L
K
る
の
み
な
ら
す
、
式
的
使
者
に
劃
し

て
怖
い
砕
を
加
ふ
る
等
の
非
耐
を
敢

1
L
K
る
よ
句
、
詮
仁
滋
に
悶
・
裂
い
防
総
を
米
[
、
額
脱
長
十
阿
年
琉
球
史
上
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に
一
大
時
期
を
制
す
べ
き
白
同
伴
氏
の
琉
球
征
伐
の
決
意
を
賀
行
せ
し
む
る
こ
己
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

以
上

ω史
封
に
操
っ
て
北
(
り
聞
の
消
息
を
察
す
る
に
、
常
時
琉
球
l

於
け
λ

所
誠
一
誠
ポ
附
放
に
加
す
る
者
は
、

一
方
仁
仰
数
従
た
る
附
川
侶
-
G
e

他
方
に
問
教
徒
た
る
支
那
向
川
地
寸
生
な
る
者
が
あ
っ
て
、
仰
教
は
般
に
倫
泰
久
王
り

保
下
仁
於
rL
述
べ
た
る
が
如
〈
に
殆
い
と
我
が
倒
的
併
侶

ω
カ
に
依
h
τ
琉
球
に
偲
播
ず
る
に
至
れ
る
所
よ
ち
、
仰

教

ω研
究
者
は
多
(
は
我
が
凶
に
渡
来

L
、
従
一
1
琉
球
的
制
問
中
川
川
な
る
者
は
識
者
階
級
中
山
り
親
日
主
義
者
で
あ
っ

之
に
反
し
て
偶
数

ω
研
究
者
は
支
那
に

mmや
し
て
実
的
思
踊
を
受
付
、

?
」
・
山
川
、

f
t
 

E
っ
彼

ω
地
の
事
情
に
通
性
る
所

よ!り、

自
然
誠
者
階
級
中
り
親
支
主
義
者
℃
あ
っ
た
こ
己
は
疑
ふ
べ
か
ら
f
c

る
所
で
ゐ
る
、

ヘ
掛
か
る
闘
師
あ
る
を

U

F

て
、
吾
人
は
前
に
仰
春
久

制
一
流
百
日
説
明
お
に
)
而
し
て
是
等

ω
削
減
は
恭
一
中
細
川
引
の
日
に
は
兎
に
角
、

一
朝
円
支
刷
闘
に
閥
係
を

圧
に
判
峠
し
て
北
(
り
利
脊
得
え
を
論
守
し
た
も
山
り
で
あ
ら
う
ご
一
五
ふ
事
は
想
像

有
す
る
問
題
に
沼
荷
す
る
附
は
、

す
る
に
娩
く
な
い
白
此
〈
し
て
向
噂

ω
時
に
は
柄
々
親
支
主
義
祈
巾
叫
戸
頭
訓
名
制
泡
が
利
側
に
作
し
て
芸

ω椎

叫
却
を
恐
に
せ
し
所
よ
り
、

彼
れ
凶
排
日
刑
支

ω
説
げ
か
向
山
事
会

L
て
我
が
閥
に
掛
1
る
非
峨
り
訂
局
を
も
敢
て
せ
し

む
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ピ
的
制
袋
は
、
決
し
て
謎
却
な
き
も
の
で
は
な
い
、
放
に
期
か
る
意
味
に
於

τ慶
長

の
役

ω出
品
任
り
一
部
門
同
、
叉
瞥
然
琉
球
王
り
負
ふ
べ
き
も
山
り
で
あ
一
る
ご
の
見
仰
は
立
仮
に
成
り
立
ち
得
る
の
で
ゐ

る。

(
未
完
)

?o 

え立

琉
球
山
由
民
役
以
前

第
二
十
三
巻

(
諮
問
捌

一
同
ヒ
)

ハ
じ
九
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